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第3章 新潟市のこれまでの取り組みと課題 
 
 新潟市のこれまでの取り組みの進捗状況を関係機関と検証し、課題を踏まえ、施策メニ

ューに反映させた。 
 

表 3-1 自転車に関連する取り組み実施状況 

はしる 

走行空間計画 

とめる 

駐輪計画 

①道路整備による走行空間の確保 ①駐輪場への誘導 

②注意喚起看板による安全性の確保 ②道路上や空き空間を有効活用した駐輪場整備 

 
③空き店舗を有効活用した駐輪場整備 

 
④民間自動車駐車場を有効活用した駐輪場整備 

 
⑤駐輪場の収容台数の増加 

 
⑥大規模駐輪場の整備 

 
⑦地下空間を有効活用した駐輪場の整備 

しくみ 

放置自転車対策 

まもる 

啓発活動計画 

①放置禁止区域の拡大 ①注意喚起看板の設置 

②「自転車等駐車場の附置等に関する条例」の改正 ②啓発ボランティア活動 

③ニックネーム入りナンバープレート添付の運動 ③交通安全教室（学校、自治会、街頭） 

④撤去の強化 ④ワークショップの開催 

⑤自転車等放置防止条例の改正 ⑤各種イベントと合わせた啓発活動 

⑥撤去自転車リサイクル ⑥公共施設や店舗にマナー向上のポスターを掲示 

⑦レンタサイクル（シェアリング） ⑦自転車免許の交付 

⑧大学内レンタサイクル（シェアリング） ⑧歩道上や駐輪場でのやさしい声かけ 

⑨大学の卒業生から新入生への自転車の譲受け ⑨ツーロックキャンペーン 

⑩放置禁止区域における駐輪場の有料化 ⑩マナーコンクール 

 
⑪小中学生による放置自転車整理体験 

 
⑫シンポジウム 

 
⑬仮自転車専用道の設置 

 
⑭ノーマイカーデー、サイクル＆ライド 

 
⑮自転車通勤奨励制度 

 
⑯レンタサイクル 

 
   ： 実施済・実施中の施策メニュー 

 
  

H26.3 現在 

15 
 



第 3章 新潟市のこれまでの取り組みと課題 
  

     
 

 

（1）走行空間計画の取り組み状況と課題 

 これまでは路肩が狭く整備が困難な箇所の整備方法が確立してなかったことから、路肩

の幅が広く自転車走行空間の整備が可能な路線について整備を進めてきた。そのため自転

車の走行空間のネットワーク化が進んでいない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

自転車専用通行帯 幅広路肩 

図 3-1 新潟市中心部の自転車走行空間の整備状況 

図 3-2 自転車走行空間の主な整備形態 

  

  

  
   

 
   

 

 
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 
  

 

  

  

 
 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

   

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

     
 

 

 

中央区 

東区 

江南区 
西区 

新潟駅 

新潟大学 

西 

区役所 

市役所 

県庁 

江南 

区役所 

亀田駅 

東新潟駅 

東区役所 

内野駅 

新潟 
大学前駅 

寺尾駅 

小針駅 

青山駅 

関屋駅 

白山駅 

越後石山駅 

信濃川→ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
信濃川→ 

北
陸
道 

日東道 新潟亀田 IC 

新潟中央 IC 

新潟西 IC 

鳥屋野潟 

新潟 

スタジアム 

 
整備済み路線（H24年度末） 

既設自転車歩行者専用道等 

凡   例 

ネットワーク路線 

既定計画自転車歩行者専用道等 

整備率：4.1%（H24 年度末） 

（整備延長：6.4km、全延長：154km） 

※新潟国道事務所が管轄の直轄国道を含む 

新潟バイパス 

新潟西バイパス 

新潟空港 
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（2）駐輪計画の取り組み状況と課題 

 まちなかでの駐輪場の用地確保が困難で整備が進んでいない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

  

 

 

 

 

  

 
 

   

 
既設駐輪場 

凡   例 

自転車等放置禁止区域 

図 3-3 古町地区・万代地区・新潟駅周辺地区の駐輪場 

③新潟駅 

周辺地区※1 

①古町地区 

②万代地区 

※1：新潟駅周辺地区は、新潟駅付近連続立体交差事業が進行中であるため、事業の進捗に合わせて駐輪場の整備を行

う。 

信濃川→ 

萬代橋 

柳都大橋 

八千代橋 

昭和大橋 

市役所 
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①古町地区駐輪計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②万代地区駐輪計画 
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多層化した 
西堀通自転車駐車場 

本町駐輪場 

万代地区自転車駐車場 

万代自転車等駐車場 

目標台数（需要量） 

H21.7調査結果より 

目標台数（需要量） 

H21.7調査結果より 

整備率：40%（H25.5 現在） 
（整備台数：804 台、目標台数：2,000 台） 

整備率：31%（H25.5 現在） 
（整備台数：313 台、目標台数：1,000 台） 

本町通駐輪場 
44台 

新堀通自転車駐車場 
60台 

西堀通自転車駐車場の多層化 
280台➝700台 

(+42０台） 
H25.5完成 

万代自転車等駐車場 
145台 

万代地区自転車駐車場 
168台 
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（3）放置自転車対策の取り組み状況と課題 

 撤去自転車は減少傾向だが、大きく減っていない。 
 撤去自転車の引き取りが少なく、引き取りのない自転車は、リサイクル自転車等として

再利用しているが、再生できない自転車は処分している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2,317
2,992 2,686 2,456 2,387 2,231

6,082 4,443
4,284 4,845

3,331 3,477

8,399

7,435
6,970

7,301

5,718 5,708

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24

放
置
自
転
車
撤
去
台
数
（
台
）

年度

放置自転車の撤去台数の推移

放置禁止区域外
放置禁止区域内

図 3-4 放置自転車の撤去台数の推移 

Z 

石宮公園地下自転車駐車場 

図 3-6 自転車等放置禁止区域 

図 3-5 撤去からリサイクル・処分までの流れ 

［出典］新潟市資料 

放置自転車発生 

警告 

撤去、保管 

所有者の調査・返還通知 

自
転
車
所
有
者 

公用自転車やレンタサイク
ル等として活用 

処分 

放置 

返還請求 

撤去保管料 
 
 

7
日
間

 
６
ヵ月
間

 

警告後に即日撤去 
(禁止区域内) 

撤去した旨の告示 

新潟市に所有権帰属 
再生可能 再生不可 
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（4）啓発活動計画の取り組みと課題 

 さまざまな啓発活動を実施しているが、自転車走行空間の整備済み箇所も含めて、まだ

まだ自転車ルールの浸透度・順守率（車道を正しい向きで走行している割合）が低い状態

となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

51%
65%

4%
23%

1%
14%

21%
8%

94%
71%

98% 83%

28% 27%
2% 6% 0% 2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

整備前 整備後 整備前 整備後 整備前 整備後

○車道通行（順走） △歩道通行 ×車道通行（逆走）

交通安全教室の開催 

自転車マップの作成・配布 

街頭での直接指導 自転車通勤の推進 

レンタサイクル イベントの開催 

・エコ通勤のきっかけづくり 
・過度なマイカー依存からの転換を促すインセンティブを付与 
・日々のエコ通勤情報の入力による環境や健康に対する貢献度 

（ＣＯ
２
削減量・カロリー消費量）を見える化 

・参加者同士のランキング表示 

（市）紫竹山鳥屋野線 
[幅広路肩] 

（主）新潟黒埼インター笹口線 
[幅広路肩] 

（市）小島下所島線 
[自転車専用通行帯] 

+14% +19% +13% 

図 3-7 啓発活動計画の取り組み状況 

図 3-8 自転車走行空間整備済み路線の順守率 

H22.6.8(火) H23.12.2(金) H21.9.11(金) H24.10.24(水) H21.9.11(金) H24.10.24(水) 
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（5）市民の評価（市政世論調査） 

 自転車に関する取り組みの満足度は低く、「移動しやすいまち」を実感するためには、自

転車走行空間の連続的な整備が最も回答が多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図 3-9 「移動しやすいまち」を実感するために必要だと思うこと 

図 3-10 自転車に関する取り組みの満足度 

27.4%

14.4%

17.7%

26.4%

10.4%

15.5%

20.0%

19.5%

28.1%

14.5%

2.4%

7.0%

30.5%

10.4%

20.2%

0% 10% 20% 30% 40%

障害物がなく、バリアフリー化された歩道が整備されていること

魅力的で楽しめる、まち歩きコースが設定・整備されている

道路に自転車が通行する空間が連続的に整備されている

駅やまちなかに駐輪場があり、放置自転車対策が図られている

地域内での生活バス路線の充実や乗合タクシーの運行が図られている

鉄道やバスで都心部へ気軽に行き来できる利便性が図られている

都心部で利用しやすい公共交通が整っている

段差や天候などを気にせずに駅やバス停留所を利用できる

車で安全・快適に走行することができる道路が整備されている

道路交通の渋滞対策が図られている

まちなかや商業施設などを利用する際に、駐車場が十分にある

鉄道やバスに乗り継ぐための駐車場が十分にある

一人ひとりが交通マナーを守る環境が育まれている

その他

無回答自転車関係
N=1964（複数回答）

「移動しやすいまち」を
実感するためには、自
転車走行空間の整備
が最も重要 

15.6%

18.9%

20.2%

11.5%

62.6%

44.2%

47.3%

59.8%

21.8%

36.8%

32.6%

28.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はしる
走行空間計画

とめる
駐輪計画

しくみ
放置自転車対策

まもる
啓発活動計画

満足 不満 わからない・無回答 N=1964

「はしる」は満足度が低く、 
不満の割合が最も高い 

「まもる」は満足度
が最も低く、不満の
割合も高い 

第 40回（平成 25年度） 「市政世論調査」 

第 40回（平成 25年度） 「市政世論調査」 
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